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令和７年７月２日

AMEDの最近の取組等について

日本医療研究開発機構（AMED）

理事長 中釜 斉

令和７年度第２回理事長記者説明会
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本日の内容

令和７年度第１回医療分野の研究開発関連の調整費
（理事長裁量型経費）について

創薬エコシステムの強化に係る推進体制について
（調整役の設置について）
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日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）第３期の運営方針（令和７年７月）

事業間連携の取組の強化

研究開発事業及び課題の間をつなぎ、切れ目なく連続した支援を可能とする仕組み（ペアリング、マッチング）
を構築・導入する。その際、研究開発の目利きをはじめ出口戦略の立案やそれら実施に向けた案件調整等に取り組
むシンクタンク的機能と機動性を向上させた調整費を有効に活用し、研究支援を充実させていく。

研究開発の初期段階からの産学協創・企業導出

上記の研究支援の充実を図りつつ、初期段階からアカデミアと企業が協創して研究開発を進め、企業的視点によ
る各シーズ・技術への支援等を実施することにより、最適な開発段階（基礎・応用研究から臨床研究まで）での企
業導出を促進する。

社会実装・貢献へつながる成果創出のための基礎研究の充実

研究者の自由な発想と社会的な要請を踏まえた基礎研究を継続的・安定的に支援し、また、その基礎研究の成果
と先端的技術開発との融合を図ることにより、医薬品及び医療機器等の開発の源泉となるイノベーションの種を絶
え間なく創出していく。

3

国際展開の推進

国際的に優れた研究成果の創出に向け、国際共同研究の戦略的・機動的な推進や海外ニーズを取り込んだ国際共
同治験への参画により、日本人研究者の国際的なトップサークルへの参入を促進するとともに、次世代の優秀な研
究者同士の交流や関係構築の強化をする。また、国内外の医薬品市場を見据えた創薬エコシステムを構築する。

医療分野の研究開発のＤＸ

AIをはじめ、生成AIや量子技術等の先端技術を用いた医療分野の効果的・効率的な研究開発を促進する。そう
した取組において基盤となるデータベースの構築・整備及び活用を見据えたデータマネジメントに取り組む。

～ 現場中心主義（研究現場や成果導出先との対話を基礎とする組織体制/風土の形成）の推進 ～

「現場中心主義」を徹底しつつ、以下の取組を通して、研究開発とその環境整備及び人材育成等を牽引・後
押しすることにより、健康・医療分野における我が国の研究開発活動の活性化や底上げ、ひいては健康長寿社
会の実現に向けて貢献する。
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令和７年度 調整費（理事長裁量型経費）の理事長方針

基盤技術や拠点の活用等による課題間連携等の強化    （17［20］課題）２

医療分野の発展を担う若手研究者の育成及び異分野人材の参入  （８［11］課題）

国際連携の強化及びその促進に資する国内体制・基盤の強化  （７［８］課題）

先進的医療実現のための最先端の研究開発・環境整備の一層の加速・充実（55［66］課題）

３

４

５

■ 調整費のうち「理事長裁量型経費」については、現場の状況・ニーズに対応した予算配分を
AMED理事長が提案するもの。

■ 以下の方針に該当するもののうち、研究開発の新たな進展や新たな価値・創造のきっかけとな
り得るものを重点的に支援。

■ （計127課題・２施策、147.6億円）

事業間連携・企業導出を支援するための施策                                             （２施策）６

［ ］内は他の方針との重複計上を含めた課題数

企業導出等の実用化に向けた研究開発の加速・充実     （40［52］課題）１
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１．企業導出等の実用化に向けた研究開発の加速・充実

【重点支援する課題（例） 】

○次世代創薬支援ツールの充実
革新的なMPS開発を進め、社会実装・国際展開を目指す。

○画期的低分子抗がん剤創製に向けた研究開発の加速
難治がんや再発がんに対する、日本発の有効性と
安全性の高い新規医薬品創製に貢献する。

■ mTORC2を標的とした新規医薬品
創成に係る取組

○先天性心疾患手術設計支援システム開発の充実
臨床試験プロトコル作成を図り、医療機器化を目指す。

⚫ FDAは今年、「MPS等新しいアプローチ方法論を活用した抗体医薬品の安
全性評価系構築を推進する」として、動物実験削減に関するロードマップを
発表。我が国としても、国産MPSの信頼性確保ならびに抗体を用いた安全
性評価系の開発を強く推進する必要がある。

⚫ 調整費により、BBB透過性に関してMPSのvivo相同性に関するエビデンスを
取得することで国産MPSの信頼性を確保する。また、中枢神経毒性評価を
可能とする複合デバイス(MEA-MPS)を開発する。

⚫ MPSにおける信頼性データの充実を図り、さらに異なるCOU（「BBB透過
性」と「中枢神経毒性」）を複合することで、より有用性の高い高次のMPS
開発につながることが期待される。

■ 生体（サル）とMPSの相関性の検証に係る取組

BBB透過性

MPS

⚫ 様々ながんの細胞増殖・転移等に関与する
mTORC2は、がん選択的な増殖に関わることから、安
全で有力ながん治療標的となる可能性が高い一方で、
未だ選択的に阻害する薬剤は開発されていない。既
存薬に比べ、副作用が軽減され、広いがん種で有効
性を示す新規のmTORシグナル伝達経路阻害剤は
多くの患者から待望されており、実用化に向け、治療
標的としての検証及び評価系の構築を検討中。

⚫ 調整費により、mTORC2選択的阻害剤のHTSを開
始し、ヒット化合物及び周辺化合物の高次評価、適
応がん種の拡大研究を当初の予定から前倒しで実施
する。

⚫ HTSの前倒しにより、適応がん種の拡大研究と導出に
必要なデータパッケージを揃え、世界初のｍTORC2
選択的阻害剤の実用化に向け、製薬企業への導出
活動を早期に開始できることが期待される。
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前倒し

充実等

■ 小児先天性心疾患患者における手術設計を支援する
システムプログラムの開発に係る取組 充実等

⚫ 先天性心疾患は患者間で心臓の形状が大きく異なるため、個別に設計した手
術で適切な血流を作る事が必要である。しかし血流は目視できず詳細評価が
困難な為、医師の勘と経験でしか対応できず、複雑な症例の場合、予後は不
良であった。本取組では、大型計算機の数値解析にて血流を評価し、最適化
された手術設計図を提供できるシステムを開発している。

⚫ 調整費により、海外薬事規制をクリアする臨床試験プロトコルを作成することで、
海外市場を開拓・リードし、継続的な社会実装を実現する。それをもって、日本
発の心臓手術設計システムを世界標準にすることを目指す。

⚫ 海外向けにAI機能強化及び臨床開発の充実を図ることにより、物理学と数値
解析学にもとづく設計と評価を取り入れた、再現性をもったテーラーメイド手術を
提供でき、手術成功率向上、患者QOL向上による生産人口の増加、再手術
低減による医療費削減も期待できる。

病院ソフトウェア

手術を設計

クラウド大型計算機

設計を評価
・血流の加速
・血流量分配
・圧較差
・乱流
など

・血管サイズ・ルート
・縫合位置・角度
・パッチサイズ
など

その設計で血流に問題ないか？



Copyright 2025 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved.

6

２．基盤技術や拠点の活用等による
課題間連携等の強化

【重点支援する課題（例） 】

３．医療分野の発展を担う若手研究者
の育成及び異分野人材の参入

■ 重症喘息の気道リモデリングを直接標的
とする治療の創出

○若手人材の研究開発の充実

研究対象を充実し、重症喘息における新規治療
標的のシーズ開発を目指す。

■ 統合失調症の病態解明に係る

研究開発

⚫ 重症喘息における肺での血管内皮障害や活性化シグナル亢進
は、これまで知られておらず、喘息重症化における血管内皮障
害/活性化の役割はほぼ未解明である。

⚫ 調整費により、新たに血管内皮細胞を対象とした、炎症性サイ
トカイン（LIGHT)に関連する血管内皮障害/活性化と炎症及
び肺機能との関連解析を行う。

⚫ 若手研究者が代表者である本研究の充実により、新規治療標
的のシーズ開発あるいはドラッグリポジショニングに関する特許を
取得することにつながり、喘息の重症病態の根本的治療や、将
来的に重症喘息に合併する心血管系イベントの発症予防法の
新規知財開発にもつながることが期待される。

重症喘息肺
血管内細胞障害
シグナル亢進

LIGHT欠損
血管内皮障害の

抑制

+

血管内皮障害が喘息重症化につ
ながる機序の解明と治療標的化

喘息の心血管合併症予防

難治性喘息に
は血管内皮障
害が伴い、喘
息重症化に寄
与するという新
たな知見

調
整
費

○新規ツールを活用した連携による解析の高度化

シナプス病態のハイスループット解析体制構築により、
統合失調症のシナプス病態解明を目指す。

⚫ 統合失調症は思春期から青年期に発症する主要な精神疾患
であり、特にシナプス病態の解明と創薬候補の同定が喫緊の
課題である。

⚫ 調整費により、シナプス病態解明の高度化及び、シナプス病態
と認知機能障害を結びつけるシナプス遺伝学ツール群開発の
充実と病態解析への応用を行い、統合失調症の病態メカニズ
ムにせまる。

⚫ シナプス病態解析とシナプス遺伝学ツール群開発との連携によ
り、機能や局在異常を示すシナプスタンパク質を見つけだすこと
で新規治療薬候補となることが期待される。

充実等 充実等

説明図

多シナプス同時光刺激、
シナプス遺伝学ツール群
によるシナプス病態解析

シナプスを改変するシナプス遺伝学ツールの開発
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【重点支援する課題（例） 】

４．国際連携の強化及びその促進に資する国内体制・基盤の強化

■ イヌリーシュマニア症の治療薬の新たな可能
性の探索

○トルコにおける感染症制御への貢献

節足動物媒介性感染症におけるベクター昆虫及び
リザーバー動物制御技術開発の拡充を目指す。

⚫ イヌのリーシュマニア症の現在の治療薬は、腎毒性が強く食欲不
振、嘔吐、下痢等の副作用を伴うため、新治療薬の開発が求め
られている。ヒトのリーシュマニア症の治療薬として用いられている
アムホテリシンBが、物質Xと混合することにより皮膚病変に有用
であることをマウスを用いた試験で確認した。

⚫ 調整費により、イヌを用いた試験でアムホテリシンBと物質X混合
による塗り薬としての有用性を確認し、リザーバーコントロールに関
する研究開発を充実させる。

⚫ トルコとの共同研究により、リザーバー制御技術の開発が拡充し、
イヌのリーシュマニア症に対する治療薬の実用化加速が期待され
る。

○グローバルヘルス全体に寄与する感染症対策の実施

国際的連携を通じて、感染症分野の臨床試験の推進
と世界的なパンデミックの対策において主導的な役割を
果たすことを目指す。

研究開発前 研究開発後

イヌはヒトへの感染源
皮膚病変の早期治療により
イヌからヒトへの感染を制御

× 菌血症コホートの確立
臨床情報の収集

■ ARISEネットワークを活用した、薬剤耐性菌
対策としての調査

⚫ ARISEの中の感染症研究者によるグループの中で、アジア地域に
おいて推進すべきテーマについて具体的な議論を進めていたところ、
AMR関連のESBL研究を計画するアイデアが提案され、研究実施
の方向性がまとまった。

⚫ 調整費により、現地調査に基づく本研究の詳細なデザイン、現地
候補機関での倫理委員会への申請などの各種調整及び菌株収
集を含む包括的なプロジェクトマネジメント業務を実施する。

⚫ ARISEに加盟するアジア地域5か国すべての機関との共同研究実
施により、平時からのパンデミック等有事に向けた国際臨床試験実
施体制の準備となり、平時から緊急時まで広くカバーする形での感
染症対策として、グローバルヘルス全体に寄与することが期待される。

ARISEネットワークを用いたESBL研究

各国の規制当局
連携

（解析結果）

（菌株）

菌株保存
解析

微生物解析
チーム

（藤田医大）

（菌株）

（解析結果）

研究統括チーム
（JIHS_DCC）

事務サポート・管理

事務局
（JIHS_DIT）

ARISE
加盟施設

EDC構築
クリーニング

データ
センター
（JIHS）

（データ）

（データ
照会）

（データ
照会）

フィリピン ベトナム

インドネシア タイ

マレーシア

（データ）

充実等 充実等
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【重点支援する課題（例） 】

５．先進的医療実現のための最先端の研究開発・環境整備の
一層の加速・充実

○線維化関連疾患の治療薬解明に向けた研究開発の促進

新規創薬標的、新規モダリティー創薬シードの非臨床
試験を加速し、治療薬の企業導出を推進する。

■  線維化関連疾患に対するアンチセンス核酸

   治療薬の開発

○重症新生児に対するゲノム診断研究の充実

重篤な症状がある新生児に対する迅速ゲノム解析に
基づく原因診断等を目指す。

⚫ 線維化関連生体分子を新規創薬標的とするアンチセンス核酸
（ASO）について、２種のマウス肝内線維化モデルにて薬効及
び安全性を確認した。また、同じく線維化を一因とする原発性硬
化性胆管炎（PSC）のマウスモデルにおいて薬効を確認し、線
維化疾患に広く適用できる前臨床候補化合物になる可能性が
示唆された。

⚫ 調整費により、本ASOの大量合成、薬効試験、PK試験、安全
性試験等を実施し、また、本ASO周辺化合物の合成展開を推
進する。

⚫ ASOの非臨床試験に向けたデータの充実により、肝硬変を含む
線維化関連疾患（間質性肺炎、膵線維症、肺線維症、PSC
等）の治療薬としての可能性を追求し、未解決の臨床ニーズに
応えることが期待される。

線維化関連疾患の
治療薬としての可能性追求

新規性の高い標的分子

⚑ 複数臓器の線維化制御

⚑ 従来は創薬標的にならない

■ 重症新生児に対する迅速なゲノム診断のため
の基盤構築及び拡充

・ゲノム解析拠点1か所
→２か所へ拡充

・データ安全性の向上
・遺伝カウンセリング
拠点の全国化

充実等 充実等

⚫ 重篤な症状がある新生児に対し、迅速かつ精緻なゲノム診断の全
国NICUでの実用化に向け取り組んでいる。これまでゲノム解析1
拠点にて、次世代シーケンサーを用いて迅速遺伝子診断を行い、
児の速やかな疾患同定、治療導入につなげる研究を進めてきた。

⚫ 調整費により、解析拠点を拡充し、データの安全性確保、遺伝カ
ウンセリング拠点の増加を行う。

⚫ 解析拠点の拡充により、受け入れ症例の急速な増加に対応可能
となり、出生地域を問わず迅速なゲノム診断および適切な医療の
提供の全国化が期待される。
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６．事業間連携・企業導出を支援するための施策
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本日の内容

令和７年度第１回医療分野の研究開発関連の調整費
（理事長裁量型経費）について

創薬エコシステムの強化に係る推進体制について
（調整役の設置について）

10
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創薬エコシステムの強化に係る推進体制について

• イノベーション･エコシステムプロジェクトにおいて、我が国の創薬力の強化を推し進めるにあたり、体制強化が必要不可欠
• イノベーション･エコシステムプロジェクトの運営においては、グローバル開発の成功による大きな Exit、キャッシュリターンによる

ファンド規模の拡大、VC 等による再投資の活性化という好循環を生み出すとともに、起業経験者の再起業やグローバル
人脈の拡大など創薬ベンチャーエコシステムを構成する人材の高度化を実行していくことが必要

• 上記に向けて、創薬ベンチャーに対する切れ目ない支援を実体的に総括管理し、着実に運用されることを支援することも
必要となることから、イノベーション･エコシステム構築に関する取組の推進に関する部署を総括する調整役を設置
（令和7年7月2日）
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創薬ベンチャーエコシステム強化事業での取組み

事業スキーム
AMEDがVCを認定し（認定VC）、認定VCの出資を
受ける創薬ベンチャーが行う医薬品の実用化開発
課題をAMEDが支援する

事業目的
１つでも多くのグローバル基準のベンチャーの

成功事例による相乗効果、好循環をつくり、

日本における創薬ベンチャーエコシステムを強化
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創薬ベンチャーエコシステム強化事業における認定ベンチャー

• Newton Biocapital

• 4BIO Partners LLP

• EQT Life Sciences

• Impresa Management

• MP Healthcare Venture Management

• Astellas Ventures Management

• Taiho Ventures

• Eisai Innovation, Inc.

• Blackstone Life Sciences Advisors LLC

• 三菱UFJキャピタル

• ジャフコグループ

• DBJキャピタル

• DCIパートナーズ

• JIC ベンチャー・グロース・インベストメンツ

• Beyond Next Ventures

• D3LLC

• みやこキャピタル

• 東京大学エッジキャピタルパートナーズ

• 東京大学協創プラットフォーム開発

• 京都大学イノベーションキャピタル

• 大阪大学ベンチャーキャピタル

• 大鵬イノベーションズ合同会社

• 慶應イノベーション・イニシアティブ

• ANRI

• Remiges Ventures
• Fast Track Initiative
• Catalys Pacific
• Eight Roads 
• Saisei Ventures
• ANV Management
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世界の創薬エコシステムとの接続、
我が国の創薬エコシステム発展への貢献

・AMED事業において、国内外の製薬企業・VC・アカデミア・スタートアップ・CRO・CDMO等間での、
協力関係構築や技術・人材・資金の好循環を念頭にした取組を推進する
・国内外の国際的なイベントにおけるネットワーク構築活動を活性化させる取組を推進
・創薬ベンチャーエコシステム強化事業では、１５社の欧米VCが認定され事業に参画、
また、国内裨益が認められた海外シーズの２課題を採択

国内外の医薬品市場を見据えた創薬エコシステム
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創薬エコシステムの発展に向けて

• 創薬ベンチャーエコシステム強化事業においては、創薬に特化したハンズオンによる事業化サポートを行うベンチャー
キャピタル（VC）を30社認定しており、そのうち15社が海外資本。さらに採択している34課題（創薬ベンチャー
33社）のうち、アメリカ進出した会社が4社。

• AMED内事業間連携開始時の創薬ベンチャー（VB）数が約320社⇒約420社

• 認定VCの採択VB1件あたりの投資金額も増加傾向

• 創薬ブースター事業では、16課題の導出（支援終了課題229課題）

• 国内外の多様な企業、VC、VB等が参画するイノベーション・エコシステムを構築するため、積極的にJ.P. Morgan 
Healthcare ConferenceやBIO International Convention、BIO-Europeなどの海外イベントへの参加や、
国内外VCと製薬企業の対話の場を構築し、事業に参画する企業、VC、VB等に必要に応じて事業・課題を超え
ての連携する仕組みを検討

• 今後は、国内製薬企業にもより一層参画していただくためにも、創薬エコシステムの出口を見据えたレイターステー
ジ支援が望まれる

BIO-Europe
（令和6年11月開催）

J.P. Morgan Healthcare
Conference（令和7年1月開催）

BIO International 
Convention

（令和7年6月開催）
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○AMEDウェブサイト https://www.amed.go.jp/index.html

○公式Xアカウント AMED 日本医療研究開発機構
公募やイベントなどの情報を投稿しています。ぜひフォローお願いします！
＞＞アカウント (日本語）https://x.com/AMED_officialJP

（英  語）https://x.com/AMED_officialGL

○公式YouTubeチャンネル AMEDチャンネル
シンポジウムの動画などを紹介しています。ぜひチャンネル登録をお願いします！
＞＞チャンネル https://www.youtube.com/@amed

○メール配信サービス
公募やイベント開催に関する情報を、電子メールにてご希望の皆様にお送り
しています。 ぜひ配信登録をお願いします！
＞＞登録フォーム https://www.amed.go.jp/pr/mailmagazine.html

○広報ウェブマガジン「AMED Pickup」
AMEDでどのような医療研究開発を推進しているかなど、わかりやすくご紹介
していきます！ぜひフォローをお願いします！

＞＞サイト https://amed-gov.note.jp/16

（ご案内）AMEDからの情報発信

AMEDに関する基本情報の紹介の他、事業紹介、公募情報、イベントなど、
さまざまな情報を掲載していますので、ご覧ください。
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